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(57)【要約】
【課題】ユーザが容易に視認による比較ができるように
画像を表示する超音波診断装置を提供すること。
【解決手段】超音波診断装置は、走査部と、画像生成部
と、表示制御部と、記憶部とを有する。走査部は、被検
体を超音波で走査する。画像生成部は、走査部による走
査で得られた信号に基づいて画像データを生成する。表
示制御部は、画像データに基づく超音波画像を所望の表
示条件で表示部に表示させ、表示された超音波画像に表
示されたときの表示条件を付帯させた表示条件付画像を
生成する。記憶部は、表示制御部により生成された表示
条件付画像を予め記憶する。また、表示制御部は、表示
部に所定の超音波画像を表示させているとき、記憶部か
ら指定された超音波画像を読み出し、表示されている超
音波画像に付帯された表示条件で読み出した超音波画像
を表示させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を超音波で走査する走査部と、
　前記走査部による走査で得られた信号に基づいて画像データを生成する画像生成部と、
　前記画像データに基づく超音波画像を所望の表示条件で表示部に表示させ、表示された
超音波画像に表示されたときの前記表示条件を付帯させた表示条件付画像を生成する表示
制御部と、
　前記表示制御部により生成された前記表示条件付画像を予め記憶する記憶部と
　を有し、
　前記表示制御部は、前記表示部に所定の前記超音波画像を表示させているとき、指定さ
れた前記超音波画像を前記記憶部から読み出し、表示されている前記超音波画像に付帯さ
れた前記表示条件で、読み出した前記超音波画像を表示させる
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　被検体を超音波で走査する走査部と、
　前記走査部による走査で得られた信号に基づいて画像データを生成する画像生成部と、
　前記画像データを超音波画像として表示するための表示条件を生成し、前記表示条件に
基づく前記超音波画像を表示部に表示させるとともに、該超音波画像に係る前記表示条件
を付帯させた表示条件付画像を生成する表示制御部と、
　前記表示制御部による前記表示条件付画像を予め複数記憶する記憶部と
　を有し、
　前記表示制御部は、前記記憶部に記憶された複数の前記表示条件付画像のうち第１の表
示条件付画像と第２の表示条件付画像とが選択されたとき、前記第１の表示条件付画像と
前記第２の表示条件付画像とのどちらか一方に付帯された前記表示条件に基づいて前記第
１の表示条件付画像の第１の超音波画像と前記第２の表示条件付画像の第２の超音波画像
とともに前記表示部に表示させる
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記超音波画像の画像種別を表す画像種別情報、前記超音波画像の
表示領域を表す表示領域情報、前記超音波画像の画素当たりに値付けされた物理量及び／
又は前記物理量の基準を表す物理量情報、並びに前記超音波画像と前記被検体との位置及
び方向を対応付ける位置方向情報を前記表示条件として生成することを特徴とする請求項
１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記記憶部による前記表示条件付画像の前記超音波画像を前記表示
部に表示させる領域である新たな表示領域を予め設定し、指定された前記超音波画像を表
示されている前記超音波画像に付帯された前記表示条件で新たな前記表示領域に表示させ
るとき、指定された前記超音波画像のうち、表示されている前記超音波画像に付帯された
前記表示条件に基づく画像、且つ、新たな前記表示領域の中の画像を表示させることを特
徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記第１の超音波画像と前記第２の超音波画像とを前記表示部に表
示させる領域である新たな表示領域をそれぞれ予め設定し、前記第１の超音波画像と前記
第２の超音波画像とを前記第１の超音波画像と前記第２の超音波画像とのどちらか一方に
付帯された前記表示条件で表示させるとき、前記第１の超音波画像と前記第２の超音波画
像とのうち、前記第１の超音波画像と前記第２の超音波画像とのどちらか一方に基づく画
像、且つ、新たな前記表示領域の中の画像を表示させることを特徴とする請求項２に記載
の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明の実施形態は超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、被検体に超音波を送信し、被検体からの反射波に基づいて超音波画
像を生成する。超音波診断装置は、例えば被検体の断面を超音波で走査することによって
、その断面についての画像データ（断層像データ）を生成し、その断層像データに基づく
超音波画像を断層像として表示する。また、超音波診断装置は、例えばドプラモード又は
Ｍモードによって被検体の所定の部位の血流又は所定の走査線における反射波強度の時系
列変化を表す超音波画像を生成し、ドプラモード画像又はＭモード画像として表示する。
【０００３】
　通常、超音波診断装置は、表示部の画面に表示されている超音波画像をキャプチャーし
て記憶する。つまり、超音波診断装置は、超音波画像が表示されている画面そのものを取
り込み、取り込んだ画面を記憶する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１５３９００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　超音波診断装置は、所定の表示条件に基づいて、画像データを超音波画像として画面に
表示する。表示条件とは、例えば、断層像における画像の縮尺及びＤｅｐｔｈ（深度）情
報、ドプラモード画像における時間軸及び周波数（又は流速）軸の縮尺並びにベースライ
ン（０Ｈｚライン）の表示位置、Ｍ画像における時間軸及びＤｅｐｔｈ（深度）軸の縮尺
などに係る条件、さらに、表示部の画面における超音波画像の表示位置及び表示サイズに
係る条件がある。超音波診断では、これら表示条件は多岐に亘る。
【０００６】
　このように、超音波画像の表示条件が多岐に亘るため、例えば超音波診断中の画像（現
在の画像）と記憶された画像（過去の画像）とを表示部に表示させてユーザが視認して比
較する場合、見かけのサイズ（断層画像や表示軸の縮尺）が異なるため、画像どうしを比
較することが困難であった、また、現在の画像が表す被検体の位置と過去の画像が表す被
検体の位置とにずれが生じるため、このずれによってもまた画像どうしを比較することが
困難であった。それにより、ユーザは、現在の画像と過去の画像とを表示させた後、手作
業によって表示サイズ及び表示位置を変更する場合があり、比較のために多大な労力を必
要とした。異なる過去の画像どうしを比較する場合も同様である。
【０００７】
　本発明の実施形態は、ユーザが容易に視認による比較ができるように画像を表示する超
音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この実施形態に係る超音波診断装置は、走査部と、画像生成部と、表示制御部と、記憶
部とを有する。走査部は、被検体を超音波で走査する。画像生成部は、走査部による走査
で得られた信号に基づいて画像データを生成する。表示制御部は、画像データに基づく超
音波画像を所望の表示条件で表示部に表示させ、表示された超音波画像に表示されたとき
の表示条件を付帯させた表示条件付画像を生成する。記憶部は、表示制御部により生成さ
れた表示条件付画像を予め記憶する。また、表示制御部は、表示部に所定の超音波画像を
表示させているとき、指定された超音波画像を記憶部から読み出し、表示されている超音
波画像に付帯された表示条件で、読み出した超音波画像を表示させる。
【図面の簡単な説明】
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【０００９】
【図１】実施形態の超音波診断装置の構成を表すブロック図である。
【図２】実施形態の超音波診断装置の概略を表す模式図である。
【図３】実施形態の超音波診断装置の概略を表す模式図である。
【図４】実施形態の超音波診断装置の概略を表す模式図である。
【図５】実施形態の超音波診断装置の動作を表すフローチャートである。
【図６】実施形態の超音波診断装置の動作を表すフローチャートである。
【図７】実施形態の超音波診断装置の動作を表すフローチャートである。
【図８】実施形態の超音波診断装置の動作を表すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
〈第１の実施形態〉
　図１を参照して、この実施形態に係る超音波診断装置１について説明する。この実施形
態に係る超音波診断装置１は、走査部１０と、信号処理部１１と、画像生成部１２と、表
示制御部１３と、記憶部１４と、制御部１５と、操作部２と、表示部３とを有する。
【００１１】
　走査部１０は、被検体を超音波で走査する。走査部１０は、超音波プローブ１００と送
受信部１０１とを有する。超音波プローブ１００として、例えば、複数の超音波振動子が
走査方向に１列に配置された１次元アレイプローブ、又は、複数の超音波振動子が２次元
的に配置された２次元アレイプローブが用いられる。また、走査方向に１列に配置された
複数の超音波振動子を、走査方向に直交する揺動方向に揺動させる機械式１次元アレイプ
ローブを用いてもよい。超音波プローブ１００は被検体に超音波を送信し、被検体からの
反射波をエコー信号として受信する。
【００１２】
　送受信は、超音波プローブ１００に電気信号を供給して所定の焦点にビームフォームし
た（つまり送信ビームフォームした）超音波を送信させる。また、送受信部１０１は、超
音波プローブ１００が受信したエコー信号を受ける。送受信部１０１は、超音波プローブ
１００が受信したエコー信号を受け、そのエコー信号に対して遅延処理を行うことにより
、アナログのエコー信号を整相された（つまり受信ビームフォームされた）デジタルの信
号に受信信号として変換する。
【００１３】
　送受信部１０１は、例えば図示しないプリアンプ回路と、Ａ／Ｄ変換器と、受信遅延回
路と、加算器とを有する。プリアンプ回路は、超音波プローブ１００の各超音波振動子か
ら出力されるエコー信号を受信チャンネルごとに増幅する。Ａ／Ｄ変換器は、増幅された
エコー信号をデジタル信号に変換する。受信遅延回路は、デジタル信号に変換されたエコ
ー信号に、受信指向性を決定するために必要な遅延時間を与える。加算器は、遅延時間が
与えられたエコー信号を加算する。その加算によって、受信指向性に応じた方向からの反
射成分が強調される。送受信部１０１から出力される受信信号は、信号処理部１１に出力
される。
【００１４】
　信号処理部１１は、Ｂ（Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ）モード処理部を有する。Ｂモード処理
部は、受信信号を送受信部１０１から受けて、受信信号の振幅情報の映像化を行う。具体
的には、Ｂモード処理部は、受信信号に対してバンドパスフィルタ処理を行い、その後、
出力信号の包絡線を検波し、検波されたデータに対して対数変換による圧縮処理を施す。
【００１５】
　信号処理部１１は、ＣＦＭ（Ｃｏｌｏｒ　Ｆｌｏｗ　Ｍａｐｐｉｎｇ）処理部を有して
いてもよい。ＣＦＭ処理部は血流情報の映像化を行う。血流情報には、速度、分布、又は
パワーなどの情報があり、血流情報は２値化情報として得られる。
【００１６】
　信号処理部１１は、ドプラ処理部を有していてもよい。ドプラ処理部は、受信信号を位
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相検波することによりドプラ偏移周波数成分を取り出し、ＦＦＴ処理を施すことにより血
周波数（又は流速）度を表すドプラ周波数分布を生成する。
【００１７】
　信号処理部１１は、信号処理が施された受信信号（超音波ラスタデータ）を画像生成部
１２に出力する。
【００１８】
　画像生成部１２は、走査部１０による走査で得られた信号に基づいて画像データを生成
する。具体的には、画像生成部１２は、信号処理部１１から出力された信号処理後の受信
信号（超音波ラスタデータ）に基づいて画像データを生成する。画像生成部１２は、例え
ばＤＳＣ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：デジタルスキャンコンバー
タ）を有する。画像生成部１２は、走査線の信号列で表される信号処理後の受信信号を信
号処理部１１から受け、直交座標系で表される画像データに変換する（スキャンコンバー
ジョン処理）。例えば、画像生成部１２は、Ｂモード処理部によって信号処理が施された
受信信号にスキャンコンバージョン処理を施すことにより、被検体の組織の形態を表すＢ
モード画像データを画像データとして生成する。また、画像生成部１２は、信号処理部１
１から受けた受信信号に基づいて、一つの走査線における受信信号の時間変化を表すＭ（
Ｍｏｔｉｏｎ）モード画像データを画像データとして生成してもよい。また、画像生成部
１２は、信号処理部１１からドプラ周波数分布を受け、血周波数（又は流速）度の時間変
化を表すドプラモード画像データを画像データとして生成してもよい。画像生成部１２は
、画像データを表示制御部１３に出力する。
【００１９】
　表示制御部１３は、画像生成部１２からの画像データに基づく超音波画像を所望の表示
条件で表示部３に表示させる。ここで、表示条件とは、例えば、超音波画像の画像種別を
表す画像種別情報、超音波画像の表示領域を表す表示領域情報、超音波画像の画素当たり
に値付けされた物理量及び／又は物理量の基準を表す物理量情報並びに超音波画像と被検
体との位置及び方向を対応付ける位置方向情報のうち少なくともいずれか一つが含まれる
。画像種別情報は、超音波画像が、例えば、Ｂモード画像、ドプラモード画像及びＭモー
ド画像のどの画像種別であるかを表す情報である。表示領域情報は、超音波画像が、表示
部３の画面のうちどの位置にどのサイズで表示されるかを表す情報である。通常、超音波
画像は表示部３の表示画面の一部の領域に表示される。表示領域情報は、この「一部の領
域」を例えば表示画面における座標情報として表す。
【００２０】
　物理量情報とは、超音波画像の画素当たりに値付けされた物理量及び／又は物理量の基
準を表す情報である。例えば超音波画像がＢモード画像であるとき、この画像の画素には
画素当たりの距離が値付けされる。画素当たりの距離は、一つの画素の縦辺及び横辺の長
さに対応する被検体での距離である。例えば物理量として、画素当たり縦辺及び横辺にそ
れぞれ「１ミリメートル」の距離が値付けされたとき、被検体での距離が「１ミリメート
ル」四方である箇所がＢモード画像の一つの画素で表される表示スケールでＢモード画像
が表示される。また、例えば超音波画像がドプラモードであるとき、物理量として、時間
が画素の横辺に値付けされ、周波数（又は流速）が画素の縦辺に値付けされる。例えば物
理量として、横辺に「１秒」、縦辺に「１ミリリットル／秒」が画素に値付けされたとき
、この値付けに基づいた表示スケールでドプラモード画像が表示される。さらに、ドプラ
モード画像において「周波数（又は流速）ゼロ」を表す基準線の表示位置を物理量の基準
として対応する画素に値付けする。また、例えば超音波画像がＭモード画像であるとき、
物理量として、時間が画素の横辺に値付けされ、距離が画素の縦辺に値付けされる。例え
ば物理量として、横辺に「１秒」、縦辺に「１ミリメートル」が画素に値付けされたとき
、この値付けに基づいた表示スケールでＭモード画像が表示される。位置方向情報とは、
例えば、Ｂモード画像が表す被検体におけるＤｅｐｔｈ（深度）情報、ドプラモード画像
が表す被検体での測定位置情報、Ｍモード画像が表すＤｅｐｔｈ（深度）情報である。こ
れら表示条件は、プリセットされていてもよく、ユーザが操作部２を介して診断に適した



(6) JP 2014-113386 A 2014.6.26

10

20

30

40

50

表示条件を設定してもよい。
【００２１】
　表示制御部１３は、表示された超音波画像に表示されたときの表示条件を付帯させた表
示条件付画像を生成する。このとき、表示制御部１３は、超音波画像が表示されている表
示画面そのものをキャプチャーし、表示制御部１３自身が表示画面を制御しているときの
表示条件をキャプチャーした表示画面に付帯させることによって、表示条件付画像を生成
する。表示制御部１３は、生成した表示条件付画像を記憶部１４に出力する。
【００２２】
　表示制御部１３は、表示部３に所定の超音波画像を表示させているとき、記憶部１４か
ら指定された超音波画像を読み出す。そして表示制御部１３は、表示されている超音波画
像に付帯された表示条件で読み出した超音波画像を表示させる。ここで、所定の超音波画
像とは、診断中に表示部３に表示されている超音波画像である。また、読み出される超音
波画像は記憶部１４に記憶されていた過去の診断での超音波画像である。ユーザは、操作
部２を介して記憶部１４に記憶された超音波画像のうちから、診断中の超音波画像と比較
する過去の超音波画像を指定する。表示制御部１３は、診断中の超音波画像の表示条件と
指定された過去の超音波画像の表示条件とを比較し、画像種別情報が同一であるかを判断
する。表示制御部１３は、画像種別情報が同一であると判断したとき、指定された超音波
画像の表示条件を診断中の超音波画像の表示条件に同様となるようにこれら表示条件との
間の倍率を求める。例えば、表示制御部１３は、表示条件として画素当たりに値付けされ
た物理量を画素の縦辺及び横辺それぞれについて指定された過去の超音波画像の表示条件
を診断中の超音波画像の表示条件に同様にするための係数を求める。そして、指定された
超音波画像を求めた係数を乗じて表示する。すなわち、ユーザが診断中の画像と比較した
い過去の超音波画像を指定すると、診断中の超音波画像と指定した超音波画像とが同じ表
示スケールにて表示される。それにより、ユーザは容易にこれら画像を視認によって比較
することができる。なお、表示制御部１３は、画像種別情報が同一でないと判断したとき
、画像種別が異なる旨を文字情報等で表示する。それにより、ユーザは比較に適さない画
像を選択したことを知ることができる。
【００２３】
　また、表示制御部１３は、指定された過去の超音波画像に求めた係数を乗じるとき、指
定された超音波画像のうち診断中の超音波画像と比較すべき領域内の画像を切り出し、切
り出された画像に係数を乗じてもよい。図２は、超音波画像が表示部３に表示されたとき
の表示画面Ｐ０を表す模式図である。通常、画像生成部１２による画像データに基づく超
音波画像（Ｂモード画像、ドプラモード画像、Ｍモード画像）は表示条件としての表示領
域情報に基づいて表示画面の一部に表示される。それに対し、記憶部１４に記憶されてい
る超音波画像は、表示画面Ｐ０そのものがキャプチャーされたものである。従って、比較
に有効な画像Ｐ１（画像生成部１２による画像データに基づく超音波画像）は記憶されて
いる超音波画像として記憶されている画像の全領域Ａ０ではなく一部の領域Ａ１に相当す
る。表示制御部１３は、この一部の領域Ａ１に表示された画像Ｐ１を切り出し、求めた係
数を乗じ、表示部３に表示させる。それにより、ユーザは容易に比較に有効な画像を視認
によって比較することができる。
【００２４】
　また、表示制御部１３は、記憶部１４による表示条件付画像の超音波画像を表示部３に
表示させる領域である新たな表示領域を予め設定する。この新たな表示領域は表示制御部
１３でプリセットされていてもよく、ユーザが操作部２を介して診断に適した新たな表示
領域を設定してもよい。図３は、表示部３の表示画面Ｐ０における新たな表示領域Ａ２を
表す模式図である。表示部３の表示画面Ｐ０は、指定された過去の超音波画像を表示する
新たな表示領域Ａ２と診断中の超音波画像を表示する領域Ａ３とを有する。表示制御部１
３は、指定された超音波画像を表示されている超音波画像に付帯された表示条件で新たな
表示領域Ａ２に表示させるとき、指定された超音波画像のうち、表示されている超音波画
像に付帯された表示条件に基づく画像、且つ、新たな表示領域Ａ２の中の画像を表示させ
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る。具体的には、表示制御部１３は、指定された超音波画像に付帯された表示条件から表
示領域情報を読み出し、その表示領域情報が表す領域内の画像を切り出す。そして表示制
御部１３は、上述した処理によって、切り出した画像の表示スケールを診断中の超音波画
像と同じ表示スケールにする。このとき、同じ表示スケールに変更された後の切り出され
た画像の大きさは、新たな表示領域Ａ２よりも大きくなる場合がある、そのとき、表示制
御部１３は、表示スケールが変更された後の切り出された画像のうち新たな表示領域Ａ２
外の部分をトリミングし、新たな表示領域Ａ２内の部分のみを表示させる。なお、表示ス
ケールが変更された後の切り出された画像が、新たな表示領域Ａ２よりも小さい場合、表
示制御部１３は、該画像をそのまま新たな表示領域Ａ２内に表示させる。
【００２５】
また、表示制御部１３は、新たな表示領域Ａ２に指定された過去の画像を表示させるとき
、表示条件のうち物理量の基準又は位置方向情報に基づいて、診断中の画像との位置合わ
せをして表示させてもよい。図４は、表示制御部１３が位置合わせをして指定された画像
を表示させた例を表す模式図である。例えば、表示制御部１３は、ドプラモード画像を縦
軸を周波数軸、横軸を時間軸として表示させるとき、物理量の基準としての周波数ゼロ軸
ＡＸの位置に基づいて、指定された画像と診断中の画像とで周波数ゼロ軸が同じ高さＴで
表示されるように位置合わせをして新たな表示領域Ａ２に表示する。また、表示制御部１
３は、Ｂモード画像又はＭモード画像を表示させるとき、Ｄｅｐｔｈ情報に基づいて、指
定された画像と診断中の画像とで各々の表示領域が表すＤｅｐｔｈ情報が同じになるよう
に位置合わせをして表示する。
【００２６】
　記憶部１４は、表示制御部１３により生成された表示条件付画像を予め記憶する。記憶
部１４は、表示制御部１３から表示条件付画像を受け、記憶する。すなわち、記憶部１４
は過去の診断において表示部３に表示された超音波画像に係る表示条件付画像を予め記憶
している。
【００２７】
　制御部１５は、超音波診断装置１の各部を制御する。制御部１５は、例えば、処理装置
と記憶装置とを含んで構成される。処理装置としては、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ
　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＧＰＵ（Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ
　Ｕｎｉｔ）、又はＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇ
ｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）が用いられる。記憶装置は、例えば、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　
Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、Ｈ
ＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｃ　Ｄｒｉｖｅ）を含んで構成される。記憶装置には、超音波診
断装置１の各部の機能を実行するためのコンピュータプログラムが記憶されている。処理
装置は、これらコンピュータプログラムを実行することで、上記機能を実現する。
【００２８】
　操作部２は、ユーザによる操作を受けて、この操作の内容に応じた信号や情報を装置各
部に入力する。操作部２は、例えば、キーボード、マウス、タッチパネルなどによって構
成される。また、操作部２は、必ずしも超音波診断装置１の一体として備えられる必要は
なく、一般的なインターフェイスを介して信号や情報を装置各部に入力する構成でもよい
。
【００２９】
　表示部３は、超音波画像を表示する。表示部３は、例えば、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　
Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）やＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などの
表示デバイスで構成される。表示部３は、必ずしも超音波診断装置１の一体として備えら
れる必要はなく、一般的なインターフェイスを介して表示制御部１３によって制御され、
超音波画像を表示する構成でもよい。
【００３０】
［動作］
　この実施形態の超音波診断装置１の動作について説明する。図５～図７は、この実施形



(8) JP 2014-113386 A 2014.6.26

10

20

30

40

50

態の動作を表すフローチャートである。まず、超音波診断装置１の記憶部１４が表示条件
付画像を記憶するまでの動作について図５を参照して説明する。
【００３１】
（Ｓ０１）
　制御部１５は、走査部１０を制御して、被検体を超音波で走査させる。
【００３２】
（Ｓ０２）
　制御部１５は、画像生成部１２を制御して、走査部１０による走査で得られ信号処理部
１１によって処理された信号を受けさせ、画像データを生成させる。
【００３３】
（Ｓ０３）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、画像生成部１２からの画像データを受け、
超音波画像を所望の表示条件で表示部３に表示させる。
【００３４】
（Ｓ０４）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、超音波画像が表示されている表示画面その
ものをキャプチャーさせ、表示条件を付帯させることによって、表示条件付画像を生成さ
せる。
【００３５】
（Ｓ０５）
　制御部１５は、記憶部１４を制御して、表示制御部１３により生成された表示条件付画
像を受けさせ、記憶させる。以上で図５に示す動作を終了する。
【００３６】
　次に、記憶部１４が過去の診断における画像を予め記憶した状態での超音波診断装置１
の動作を図６及び図７を参照して説明する。
【００３７】
（Ｓ１１）
　制御部１５は、走査部１０を制御して、被検体を超音波で走査させる。
【００３８】
（Ｓ１２）
　制御部１５は、画像生成部１２を制御して、走査部１０による走査で得られ信号処理部
１１によって処理された信号を受けさせ、画像データを生成させる。
【００３９】
（Ｓ１３）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、画像生成部１２からの画像データを受け、
超音波画像を所望の表示条件で表示部３に表示させる。
【００４０】
（Ｓ１４）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、指定された過去の超音波画像を、表示され
ている超音波画像に付帯された表示条件で読み出させて表示させる。このステップの詳細
について図７を参照して説明する。
【００４１】
（Ｓ１４１）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、記憶部１４に記憶された過去の超音波画像
の指定を受けさせ、さらにその超音波画像及び該超音波画像に付帯された表示条件を読み
出させる。
【００４２】
（Ｓ１４２）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、表示されている超音波画像の表示条件と指
定された過去の超音波画像の表示条件とを比較させ、画像種別情報が同一であるかを判断
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させる。画像種別情報が同一でないと判断されたとき、ステップＳ１４１に戻る。画像種
別情報が同一であると判断されたとき、ステップＳ１４３に進む。
【００４３】
（Ｓ１４３）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、表示条件として画素当たりに値付けされた
物理量を画素の縦辺及び横辺それぞれについて指定された過去の超音波画像の表示条件を
診断中の超音波画像の表示条件に同様にするための係数を求めさせる。
【００４４】
（Ｓ１４４）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、指定された過去の超音波画像に付帯された
表示条件から表示領域情報を読み出し、その表示領域情報が表す領域内の画像を切り出さ
せる。
【００４５】
（Ｓ１４５）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、切り出した画像に求めた係数を乗じさせる
ことによって、該画像の表示スケールを表示されている超音波画像と同じ表示スケールと
する。
【００４６】
（Ｓ１４６）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、指定された過去の超音波画像と表示されて
いる超音波画像との表示条件のうち物理量の基準又は位置方向情報に基づいて、診断中の
画像との位置合わせをさせる。
【００４７】
（Ｓ１４７）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、表示スケールが変更された後の切り出され
た画像のうち新たな表示領域外の部分をトリミングし、新たな表示領域内の部分のみを表
示させる。以上で図６及び図７に示す動作を終了する。
【００４８】
［作用・効果］
　この実施形態の超音波診断装置１の作用及び効果について説明する。
【００４９】
　この実施形態に係る超音波診断装置１は、走査部１０と、画像生成部１２と、表示制御
部１３と、記憶部１４とを有する。走査部１０は、被検体を超音波で走査する。画像生成
部１２は、走査部１０による走査で得られた信号に基づいて画像データを生成する。表示
制御部１３は、画像データに基づく超音波画像を所望の表示条件で表示部３に表示させ、
表示された超音波画像に表示されたときの表示条件を付帯させた表示条件付画像を生成す
る。記憶部１４は、表示制御部１３により生成された表示条件付画像を予め記憶する。ま
た、表示制御部１３は、表示部３に所定の超音波画像を表示させているとき、記憶部１４
から指定された過去の超音波画像を読み出し、表示されている超音波画像に付帯された表
示条件で読み出した超音波画像を表示させる。すなわち、超音波診断装置１は、表示され
ている診断中の超音波画像と指定された過去の超音波画像とを同じ表示条件によって表示
部３に表示させる。それにより、超音波診断装置１は、ユーザが容易に視認による比較が
できるように画像を表示することができる。
【００５０】
〈第２の実施形態〉
　第２の実施形態に係る超音波診断装置１は、過去の診断における超音波画像どうしをユ
ーザが容易に視認による比較ができるように画像を表示する。第２の実施形態に係る超音
波診断装置１は、表示制御部１３及び記憶部１４の特徴が第１の実施形態と異なる。他の
構成要素は第１の実施形態に同様である。
【００５１】
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　表示制御部１３は、画像生成部１２からの画像データに基づく超音波画像を所望の表示
条件で表示部３に表示させる。ここで、表示条件とは、第１の実施形態に同様の条件を指
す。
【００５２】
　表示制御部１３は、表示された超音波画像に表示されたときの表示条件を付帯させた表
示条件付画像を生成する。このとき、表示制御部１３は、超音波画像が表示されている表
示画面そのものをキャプチャーし、表示条件を付帯させることによって、表示条件付画像
を生成する。表示制御部１３は、生成した表示条件付画像を記憶部１４に出力する。
【００５３】
　表示制御部１３は、記憶部１４に記憶された複数の表示条件付画像のうち第１の表示条
件付画像と第２の表示条件付画像とが選択されたとき、第１の表示条件付画像と第２の表
示条件付画像とのどちらか一方に付帯された表示条件に基づいて第１の表示条件付画像の
第１の超音波画像と第２の表示条件付画像の第２の超音波画像とをともに表示部３に表示
させる。ここで、第１及び第２の表示条件付画像とは、それぞれ異なる時系列の過去の診
断において記憶された超音波画像に表示条件が付帯されたものである。ユーザは、操作部
２を介して記憶部１４に記憶された複数の超音波画像のうちから、比較したい超音波画像
を第１の超音波画像及び第２の超音波画像として選択する。また、ユーザは、第１の超音
波画像の表示条件と第２の超音波画像の表示条件とのうちどちらか一方の表示条件を基準
として指定する。表示制御部１３は、第１の超音波画像の表示条件と第２超音波画像の表
示条件とを比較し、画像種別情報が同一であるかを判断する。表示制御部１３は、画像種
別情報が同一であると判断したとき、基準として指定されなかった方の超音波画像の表示
条件を指定された超音波画像の表示条件に同様となるようにこれら表示条件との間の倍率
を求める。例えば、表示制御部１３は、基準として指定された表示条件から画素当たりに
値付けされた物理量を画素の縦辺及び横辺それぞれについて取得する。次に指定されなか
った超音波画像の表示条件を取得し、基準として指定した超音波画像の表示条件に同様に
するための係数を求める。そして、指定されなかった方の超音波画像に求めた係数を乗じ
て表示する。すなわち、ユーザが比較したい過去の超音波画像を選択すると、選択された
超音波画像が同じ表示スケールにて表示される。それにより、ユーザは容易にこれら画像
を視認によって比較することができる。なお、表示制御部１３は、画像種別情報が同一で
ないと判断したとき、画像種別が異なる旨を文字情報等で表示する。それにより、ユーザ
は比較に適さない画像を選択したことを知ることができる。
【００５４】
　また、表示制御部１３は、指定されなかった方の超音波画像に求めた係数を乗じるとき
、該超音波画像のうち第２の超音波画像と比較すべき領域内の画像を切り出し、切り出さ
れた画像に係数を乗じてもよい。第１の実施形態と同様に、通常、画像生成部１２による
画像データに基づく超音波画像（Ｂモード画像、ドプラモード画像、Ｍモード画像）は表
示条件としての表示領域情報に基づいて表示画面の一部に表示される。それに対し、記憶
部１４に記憶されている超音波画像は、表示画面そのものがキャプチャーされたものであ
る。従って、比較に有効な画像（画像生成部１２による画像データに基づく超音波画像）
は記憶されている超音波画像として記憶されている画像の全領域ではなく一部の領域に存
在する。表示制御部１３は、この一部の領域を比較に有効な画像として切り出し、求めた
係数を乗じ、表示部３に表示させる。それにより、ユーザは容易に比較に有効な画像を視
認によって比較することができる。
【００５５】
　また、表示制御部１３は、第１の超音波画像と第２の超音波画像とを表示部３に表示さ
せる領域である新たな表示領域をそれぞれ予め設定し、第１の超音波画像と第２の超音波
画像とを第１の超音波画像と第２の超音波画像とのどちらか一方に付帯された表示条件で
表示させるとき、第１の超音波画像と第２の超音波画像とのどちらか一方に基づく第１の
超音波画像と第２の超音波画像とのうち、新たな表示領域の中の画像のみを表示させる。
これら新たな表示領域は表示制御部１３でプリセットされていてもよく、ユーザが操作部
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２を介して診断に適した新たな表示領域を設定してもよい。具体的には、表示制御部１３
は、第１及び第２の超音波画像に付帯された表示条件から表示領域情報を読み出し、その
表示領域情報が表す領域内の画像を切り出す。そして表示制御部１３は、上述した処理に
よって、切り出した画像どうしを同じ表示スケールとする。このとき、表示スケールが変
更された後の切り出された画像は、新たな表示領域よりも大きくなる場合がある、そのと
き、表示制御部１３は、表示スケールが変更された後の切り出された画像のうち新たな表
示領域外の部分をトリミングし、新たな表示領域内の部分のみを表示させる。
【００５６】
また、表示制御部１３は、第１の実施形態と同様に、新たな表示領域に指定された画像を
表示させるとき、表示条件のうち物理量の基準又は位置方向情報に基づいて、診断中の画
像との位置合わせをして表示させてもよい。
【００５７】
　記憶部１４は、表示制御部１３により生成された表示条件付画像を予め複数記憶する。
記憶部１４は、表示制御部１３から表示条件付画像を受け、受けるごとに当該表示条件付
画像を記憶する。すなわち、記憶部１４は過去の診断において表示部３に表示された超音
波画像に係る表示条件付画像を予め複数記憶している。
【００５８】
［動作］
　この実施形態の超音波診断装置１の動作について説明する。図８は、この実施形態の動
作を表すフローチャートである。なお、超音波診断装置１の記憶部１４が表示条件付画像
を記憶するまでの動作については図５に示した第１の実施形態に同様である。
【００５９】
（Ｓ２１）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、記憶部１４に記憶された超音波画像の選択
を受けさせ、さらに選択された第１及び第２の超音波画像及びこれら超音波画像に付帯さ
れた表示条件を読み出させる。
【００６０】
（Ｓ２２）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、第１の超音波画像の表示条件と第２の超音
波画像の表示条件とを比較させ、画像種別情報が同一であるかを判断させる。画像種別情
報が同一でないと判断されたとき、ステップＳ２１に戻る。画像種別情報が同一であると
判断されたとき、ステップＳ２３に進む。
【００６１】
（Ｓ２３）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、第１の超音波画像の表示条件と第２の超音
波画像の表示条件とのうちどちらか一方の表示条件の指定を受けさせ、表示条件として画
素当たりに値付けされた物理量を画素の縦辺及び横辺それぞれについて指定された超音波
画像の表示条件を診断中の超音波画像の表示条件に同様にするための係数を求めさせる。
【００６２】
（Ｓ２４）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、第１及び第２の超音波画像に付帯された表
示条件から表示領域情報を読み出し、その表示領域情報が表す領域内の画像を切り出させ
る。
【００６３】
（Ｓ２５）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、指定されなかった方の超音波画像から切り
出した画像に求めた係数を乗じさせることによって、該画像の表示スケールを指定された
方の超音波画像と同じ表示スケールとする。
【００６４】
（Ｓ２６）
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　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、第１の超音波画像と第２の超音波画像との
表示条件のうち物理量の基準又は位置方向情報に基づいて、第１の超音波画像と第２の超
音波画像との位置合わせをさせる。
【００６５】
（Ｓ２７）
　制御部１５は、表示制御部１３を制御して、表示スケールが変更された後の切り出され
た画像のうち新たな表示領域外の部分をトリミングし、新たな表示領域内の部分のみを表
示させる。以上で図８に示す動作を終了する。
【００６６】
［作用・効果］
　この実施形態の超音波診断装置１の作用及び効果について説明する。
【００６７】
　この実施形態に係る超音波診断装置１は、走査部１０と、画像生成部１２と、表示制御
部１３と、記憶部１４とを有する。走査部１０は、被検体を超音波で走査する。画像生成
部１２は、走査部１０による走査で得られた信号に基づいて画像データを生成する。表示
制御部１３は、画像データを超音波画像として表示するための表示条件を生成し、表示条
件に基づく超音波画像を表示部３に表示させるとともに、該超音波画像に付帯された表示
条件を付帯させた表示条件付画像を生成する。また、記憶部１４は、表示制御部１３によ
る表示条件付画像を予め複数記憶する。また、表示制御部１３は、記憶部１４に記憶され
た複数の表示条件付画像のうち第１の表示条件付画像と第２の表示条件付画像とが選択さ
れたとき、第１の表示条件付画像と第２の表示条件付画像とのどちらか一方に付帯された
表示条件に基づいて第１の表示条件付画像の第１の超音波画像と第２の表示条件付画像の
第２の超音波画像とをともに表示部３に表示させる。すなわち、超音波診断装置１は、過
去の診断において記憶された第１の超音波画像と第２の超音波画像とを同じ表示条件によ
って表示部３に表示させる。それにより、超音波診断装置１は、ユーザが容易に視認によ
る比較ができるように画像を表示することができる。
【００６８】
　この発明の実施形態を説明したが、上記の実施形態は例として提示したものであり、発
明の範囲を限定することを意図していない。これら新規な実施形態は、その他の様々な形
態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換
え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれ
るとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００６９】
　１　　　超音波診断装置
　２　　　操作部
　３　　　表示部
　１０　　走査部
　１１　　信号処理部
　１２　　画像生成部
　１３　表示制御部
　１４　記憶部
　１５　　制御部
　１００　超音波プローブ
　１０１　送受信部
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